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　「税を考える週間」を機に税に対する理解を深めてもらおう

と、香椎税務署では、管内の中学校、高等学校から作文を募集

し、審査した結果、優秀賞として、次の作品が選ばれました。

《高校生の部》

【香椎税務署長賞】

宇美商業高等学校１年　井上　さやか「税と私」

【宇美町長賞】

宇美商業高等学校１年　池田　早紀「税金について」

《中学生の部》

【納税貯蓄組合連合会会長賞】

宇美中学校３年　長澤　綸子「税のしくみ」

宇美東中学校３年　富岡　京平「税金について」

宇美南中学校３年　富山　このみ「私にとっての税金」

尊い命を救い感謝状が贈られました
～粕屋警察署、南部消防署から感謝状～

中学生が１日人権擁護委員として活動！！
～人権擁護委員の方々と街頭啓発を行いました～

　11月に町内で発生した２件の火災の際に人命救助をした、安部

由郎さん、小林慎太郎君、竹内亘さんの３名に 11 月 30 日（金）

粕屋警察署において粕屋警察署長から感謝状が送られました。

　安部さんは、仕事中に火災を目撃し、１１９番通報をするとと

もに、消火活動をしていた罹災者を外へと誘導し救護しました。

「やはり一歩目は怖かったが、目の前で助けを求める人がいれば

行くしかないと思った」と話されていました。

　また、宇美東中学校３年で柔道部の小林君は、学校の帰りに火

災を目撃し、建物内に人がいるのを発見。近くにいた竹内さんに

声をかけ、２人で建物の中に入り、ご夫婦を救助しました。２人

とも「そのときを振り返ると、とにかく無我夢中で、怖いと考え

ることもなかった」と話されていました。

　小林君と竹内さんは、11月 29日（木）に粕屋南部消防署長から

も表彰を受けました。消防署長は「消防が到着したときには、熱さ

と炎でなかなか建物に近づけない状況だった。２人が救助してい

なければ、夫婦の命は危なかったかもしれない」と話されました。

税に関する作文の優秀作品に表彰状が贈られました
～香椎税務署長賞、宇美町長賞に輝く～

長年の安全運転への取り組みが認められました
～県・粕屋地区交通安全協から表彰状～

　11 月 13 日（火）に、福岡国際会議場において、第 28 回

福岡県交通安全県民大会が行われました。この大会の中で、

安全運転に取り組んだ功績が認められ、増野邦夫氏が表彰

されました。

●福岡県警察本部長・福岡県交通安全協会長連名表彰

　【優良運転者】　増野　邦夫氏

　また、11 月 27 日（火）に粕屋警察署において、同じく安

全運転に取り組んだ２名が表彰されました。

●粕屋警察署長・粕屋地区交通安全協会長連名表彰

　【優良運転者】　小池　智子氏

●粕屋地区交通安全協会長表彰

　【優良運転者】　小川　進一氏　

毎朝の見守りに感謝して…
～宇美小学校スクールガードボランティア感謝の会～

香椎税務署長賞を受賞した井上さん（左から２番目）と
宇美町長賞を受賞した池田さん（右から２番目）
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　福岡県人権擁護委員連合会及び福岡法務局では、12 月４日～ 12

月 10 日を「人権週間」と定め、人権意識の普及高揚を図るため

様々な啓発行事を行っています。

　その一環として、12 月３日（月）宇美町役場において、一日人

権擁護委員の委嘱状伝達式が行われました。委嘱を受けたのは、町

内３中学校の生徒会役員の皆さん。福岡法務局から委嘱状を手渡

され、人権についての話で知識を深めた後、ＪＲ宇美駅前広場近

辺で街頭啓発を行いました。

　生徒の皆さんは、互いに助け合いながら丁寧に啓発物を手渡し、

啓発活動に取り組みました。

人権擁護委員と１日人権擁護委員として活動した中学生

宇美町の未来について老若男女で語らいました
～うみ・みらいの語り場開催～

自らの危険を顧みず、人命を救助した、左から竹内さん、
小林君、安部さんと粕屋警察署長

　12月 21 日（金）、宇美小学校の２学期終業式にお

いて、スクールガードボランティアの方々に子ど

もたちから感謝状とお花が贈られました。スクー

ルガードボランティアは、通学路に立ち、毎朝登校

する子どもたちを見守る活動をしています。６年

生の児童が手作りした感謝状には、雨の日も風の

日も毎朝早くから通学路に立ち、見守りをしてい

るボランティアの方々への感謝の言葉が並び、５

年生からも感謝の言葉とともにお花が手渡されま

した。

　また、最後には全校児童から歌のプレゼントも

ありました。体育館中に響き渡る子どもたちの元

気な歌声に、ボランティアの方々も喜んでいる様

子でした。
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　12 月 22 日、宇美町働く婦人の家し～ず・うみ大ホールにて

「うみ・みらいの語り場」の第４回目が開催されました。11月か

ら全４回で開催された「うみ・みらいの語り場」は、10代から

70代までの多くの方々が町内外から参加され、まちづくりの本

質や宇美町の未来について語り合い、交流を深めました。

　最終回である第４回目では、「宇美町をどんな町にしたいか？

その実現のために自分は具体的に何をしたいか？」というテー

マで活発に意見交換が行われ、参加者の皆さんからは、「元気を

もらった。何かやりたくなった」「多種多様の意見があることを

知った」「地元のことを考えるいい機会となった」等の感想がで

ていました。町では今後もこのような対話の場を継続的に設け

たいと考えております。
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